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平成２４年度主要施策の成果（一般会計） 

 

 

議 会 費 関 係  

 

１ 議会開催日数 

○定例会 ４回 会期日数 ２４日 

○臨時会 １回 会期日数  １日 

 

２ 付議事件数 

○町長提出 ８８件 

・条例   ３７件 ・予算   ２７件 ・決算    ９件 

・その他  １１件 ・専決・報告 ４件 

○議員提出 ３０件 

・規則    １件    ・報告   ２３件    ・その他   ６件 

 

３ 請願・陳情 

○受理件数 ９件 

 

４ 一般質問の人数 

 ６月 ４人 ９月 ３人 

１２月 ６人 ３月 ２人 計１５人 

 

５ 委員会 

○議会運営委員会 １０回（議会運営 他） 

○常任委員会 ２１回 

・総務企画常任委員会（付託事件審査、所管事務調査 他） ５回 

・教育民生常任委員会（     〃         ） ９回 

・産業建設常任委員会（     〃         ） ７回 

○広報特別委員会 １３回（議会だより編集 他、「議会だより第27～30号」発行） 

○議会改革特別委員会  ６回（議会改革に関する調査、研究） 

○庁舎建設並びに消防庁舎建設検討特別委員会 １２回（庁舎建設並びに消防庁舎建

設に関する調査） 
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６ 議員派遣 

○議員研修 

・町村議会議員研修会(宇都宮市)  平成24年10月9日 

○行政調査 

・神奈川県葉山町 外  平成24年10月22日～23日 

 

 

総 務 費 関 係  

 

１ 人事関係（一般職員） 

(１)職員数の状況 

 平成２４．３．３１現在 平成２５．３．３１現在 

一 般 職 ２０９ 人 ２０７ 人 

技 能 労 務 職 １４ 人 １１ 人 

計 ２２３ 人 ２１８ 人 

(注)年度末退職者を除いた人数 

(２)新規採用及び退職数の状況 

 新 規 採 用 者 退 職 者 

一 般 職 ７ 人 ９ 人 

技 能 労 務 職 － ３ 人 

計 ７ 人 １２ 人 

 

２ 那珂川町自治功労者等表彰 

○自治功労者表彰            ９名 

○高額寄附者感謝状贈呈       ４名２団体 

   

３ 地方自治功労叙勲 

○春秋叙勲 

加藤 松平 氏 （旭日双光章）元小川町議会議員 

  ○高齢者叙勲 

小塙 武男 氏  （旭日単光章）元小川町議会議員 

○特旨叙位 

小高 忠吾 氏 （従六位）元馬頭町議会議員 

  ○死亡叙勲 
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越井 庄司 氏  （旭日単光章）元小川町議会議員 

藤田 巽  氏  （旭日単光章）元馬頭町議会議員 

 

４ 町有財産管理事業 

廃園となった保育園の建物及び敷地の有効利用の観点から、建物解体及び改修工事

等を実施した。利用可能施設については財産の貸付を行った。 

（単位：千円） 

事業名等 事業内容 事業費 備  考 

旧大山田保育園 建物解体 3,434 消防車車庫新築 

旧馬頭北保育園 遊具類撤去 147 地元自治会へ貸与 

旧小川第２保育園 屋根塗装 2,730 地元自治会へ貸与 

旧小川第３保育園  法人へ貸付 

旧馬頭東中学校（体育館）  団体へ追加貸付 

 

５ 防犯・交通安全対策 

犯罪、交通事故のない町を目指し、身近な犯罪防止啓発活動の推進、交通安全教育

の実施及び交通安全施設等の整備に努めた。 

(１)交通安全対策 

○「那珂川町交通事故抑止対策町民の集い」の開催 

・平成２４年８月３０日 馬頭総合福祉センター 

(２)交通指導員の設置 

○教育指導員  １名 

○一般指導員  ６名 

(３)交通安全教育の実施 

○幼稚園・保育園児童対象 ６３回 ３，１８２人 

○小中学校児童生徒対象 ３５回 １，１６３人 

○母親対象 １２回 ４４４人 

○高齢者対象 ３７回 ８０２人 

(４)交通安全施設の整備 

○道路反射鏡 ２基   

○防護柵（ガードレール）  ２５．２ｍ 

○転落防止柵         １２．７ｍ 

○区画線 ２，３４７ｍ 

 (５)安全で安心なまちづくり 
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○自主防犯団体の活動 

・商工会青年部防犯隊：営業時間中にあわせて防犯活動を実施 

 

６ 地域公共交通対策 

住民の交通の利便及び生活と福祉の向上を図るため、デマンドタクシーの実証運行

及び平成２３年４月から那珂川町コミュニティバス「馬頭烏山線」の運行を開始した。 

 (１)デマンドタクシー「なかちゃん号」利用実績 

平成２４年度 
 利用者計 

(月／人) 

運行日数 

(日) 

１日あたり 

（人／日） 
備  考 

 

４月 １，５６５ ２０ ７８．３

５月 １，６１３ ２１ ７６．８

６月 １，６１０ ２１ ７６．７

７月 １，６００ ２１ ７６．２

８月 １，５６６ ２３ ６８．１

９月 １，５０９ １９ ７９．４

１０月 １，６５９ ２２ ７５．４

１１月 １，４７８ ２１ ７０．４

１２月 １，４３５ １９ ７５．５

１月 １，２０２ １９ ６３．３

２月 １，３２０ １９ ６９．５

３月 １，４６１ ２０ ７３．１

計 １８，０１８ ２４５ ７３．５

☆デマンド交通利用登録者数（平成２５年３月３１日現在）２，８３２人 

(２) 那珂川町コミュニティバス「馬頭烏山線」の利用実績 

  ○乗車人数  ２５，１０７人 

  ○運行日数     ３６０日 

 

７ 企画調整・地域振興 

(１)会議等の開催 

まちづくりに資する計画の策定及び推進に関する事項を審議するため、町長の諮

問機関である那珂川町まちづくり審議会を１回開催した。町の重要施策の審議及び

事務事業の総合的な調整を図るため、庁議を８回開催した。 

(２)総合振興計画の進行管理 
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まちづくりの基本指針となる那珂川町総合振興計画後期基本計画の重点事務事業

など、各種事業の進行管理を行った。 

(３)過疎地域自立促進計画の進行管理 

過疎地域自立促進計画の重点事務事業など、各種事業の進行管理を行った。 

(４)情報システムの総合管理 

情報資産を様々な脅威から保護することと、情報資産の機密性、安全性及び可用

性を確保していくために那珂川町情報セキュリティポリシーに基づき、情報システ

ムの総合管理を行った。 

(５)学官連携の取組み 

学校法人宇都宮美術学院宇都宮メディア・アーツ専門学校との相互友好協力協定

に基づき、次の事業を行った。 

・観光ＰＲビデオ制作 

・環境教育用小冊子（漫画）作成・・・小学校６年生対象 

・新商品デザインマッチング事業（パン工房ル・ベリーロゴデザイン） 

・すくすくの森案内看板製作 

 (６)まちづくり３大重点プロジェクト 

○「情報通信基盤の活用」推進プロジェクト 

第２次那珂川町地域情報化基本計画を策定し、情報通信基盤の有効な利活用を図

った。 

○「自然・環境との共生」推進プロジェクト 

    那珂川町環境基本計画に基づき、環境のまちづくり事業を推進した。 

   ・環境のまちづくり推進会議 

    ⋄ 推進会議                         ３回 

    ⋄ 部会（自然環境・生活環境・資源エネルギー・環境学習）  ２６回 

    ⋄ 視察                           １回（７名） 

   ・太陽光発電等設備導入補助 

    ⋄ 太 陽 光 発 電   ６１件  補助額 9,380 千円 

    ⋄ 高効率給湯器   ４７件  補助額 2,290 千円 

   ・環境教育用小冊子（漫画）作成 

    ⋄ テ ー マ  「省エネ」（小学６年生対象） 

    ⋄ 作成方法  環境のまちづくり推進会議と町内小中学校、宇都宮メディア・ア

ーツ専門学校の連携により作成 

    ⋄ 作成部数  ７５０部 

   ・マイバッグキャンペーン開催 

     平成２４年１０月１日から１１月３０日までの２ヶ月間、町内３１店舗で実施 
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     応募総数 ３，４３０通、レジ袋削減数 ３５，２１７枚 

   ・環境学習会開催支援     ７件 

   ・牛乳パック資源化運動  町内３小学校で６月と１０月に実施 

・広報啓発活動 

    ⋄ 広報なかがわに「再生可能エネルギーの時代」の連載（４月号～翌年２月号） 

    環境のまちづくりを基軸とする那珂川町地域振興計画を策定した。なお、町政懇

談会において、「地域振興とバイオマスの計画」として説明を行った。 

     那珂川町地域振興計画策定委員会   ２回 

○「行財政改革」推進プロジェクト 

第２次行財政改革推進計画に基づき、行財政改革の推進を図った。 

(７)土地利用調整 

那珂川町土地利用調整基本計画に基づき、適正な土地利用の誘導を行った。 

(８)協働によるまちづくり推進事業 

○地域住民との協働によるまちづくり推進事業補助金 

「地域住民が主役となる社会」、「地域住民が協働する社会」、「地域が自立する社

会」を目指して、２つのまちづくり団体に対して補助金を交付した。 

・南町商店会 ４００千円（わがまち協働推進事業） 

・上河原サンデー会 ２００千円（わがまち協働推進事業） 

 (９)地域版プラットフォーム事業 

    住民協働のまちづくりの推進を目的とした「那珂川町地域版プラットフォーム事 

業実施協議会」に対して補助金を交付した。 １，０００千円 

(10)里の“守”サポート事業実践活動モデル事業補助金 

    町内４地区を対象に、個別の宅配とゆるやかな見守りを実施する「なかがわ元気 

   応援隊」を運営する那珂川町商工会に対して補助金を交付した。 １，５００千円 

(11)提案型補助金制度 

創意と工夫による住民本位のまちづくりを推進するため、提案型補助金制度によ

り、すでに採択した１３件について支援を行った。 

 

８ 広報・広聴 

(１)広報の発行 

町行政と住民を結ぶパイプ役として広報なかがわを毎月発行し、町の事務事業等

について周知を図るとともに、行政に対する関心を高めるよう努めた。 

○広報なかがわ(毎月１０日発行) ５，８００部／月 

 (２)那珂川町公式ホームページの運営 

   「くらしの情報」、「観光情報」、「生涯学習」、「町のデータ」などの柱をメインに
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町内外への積極的な情報発信を行うため、那珂川町公式ホームページの管理運営を

行った。また、ホームページのリニューアルに伴い導入したＣＭＳを活用し、迅速

で正確な情報の掲載に努めた。 

(３)町政（まちづくり）懇談会の開催 

町の行政全般について、町民から広く意見や要望を聞き、それらを町政に反映さ

せるため、町政（まちづくり）懇談会を開催した。 

○開催場所  小学校体育館、地区集会所など１６会場 

○出席者数  ３６８名 

○内  容  那珂川町庁舎建設基本構想の概要について、地域振興とバイオマス計

画について、その他 

(４)統計調査 

国・県の指定統計として次の調査を実施した。 

○学校基本調査 

毎年５月１日を基準日として、町内の各小中学校、幼稚園の設置状況（児童生徒

数、教諭の配置状況など）を調査した。 

○就業構造基本調査 

１０月１日を基準日として５年ごとに実施、選定された６地区に住む15歳以上の

人の就業・不就業の実態を調査した。 

○住宅・土地統計調査（単位区設定） 

平成２５年１０月１日を基準日として実施される住宅・土地統計調査に先立ち、

その単位区を設定した。 

○工業統計調査 

毎年１２月３１日を基準日として、町内３８調査区の製造業者の事業所（101事業

所中、従業員数４人以上の５７事業所を対象）の従業員数、売上高、製造品種など

の状況を調査した。 

(５)行政事務連絡等 

行政区長・班長を委嘱し、事務執行の協力を得た。 

○行政区長  ３７人 

○行政班長 １９５人 

(６)情報公開等 

○情報公開の運用状況 

実施機関 請求件数 公開 一部公開 非公開 

町   長 ３ １ ２ ０ 

教育委員会 なし － － － 
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○個人情報保護の運用状況 

個人情報の開示請求はなかった。 

 

９ 都市交流 

(１) 姉妹都市：アメリカ合衆国ホースヘッズ村 

    青少年海外体験学習派遣事業  ８月１６日～２７日 １２名 

(２) 姉妹都市：滋賀県愛荘町 

   中学生姉妹都市交流事業  ８月１７日～２０日 １２名 

(３) 友好都市：秋田県美郷町 

 商業振興・地域振興に関する行政視察として来庁  ８月８日～９日 ４名 

(４) 観光交流都市：東京都豊島区 

 友好都市観光物産展などのイベントに参加 

 

10 税務 

(１)町税等収入状況 

①町税    （単位：円，％） 

税    目 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収入率

町 民 税 949,133,820 885,217,170 3,919,023 59,997,627 93.27

 (1)個  人 704,396,920 643,241,670 3,919,023 57,236,227 91.32

現 年 課 税 分 641,388,700 626,119,143 0 15,269,557 97.62

滞 納 繰 越 分 63,008,220 17,122,527 3,919,023 41,966,670 27.18

 (2)法  人 244,736,900 241,975,500 0 2,761,400 98.87

現 年 課 税 分 241,472,500 241,139,600 0 332,900 99.86

滞 納 繰 越 分 3,264,400 835,900 0 2,428,500 25.61

固 定 資 産 税 1,291,528,872 948,513,684 13,214,841 329,800,347 73.44

 (1)固定資産税 1,284,735,272 941,720,084 13,214,841 329,800,347 73.30

現 年 課 税 分 940,467,500 850,398,108 0 90,069,392 90.42

滞 納 繰 越 分 344,267,772 91,321,976 13,214,841 239,730,955 26.53

 (2)交付金 6,793,600 6,793,600 0 0 100.00

軽 自 動 車 税 46,952,700 42,394,638 464,900 4,093,162 90.29

現 年 課 税 分 42,510,800 41,478,177 0 1,032,623 97.57

滞 納 繰 越 分 4,441,900 916,461 464,900 3,060,539 20.63

町 た ば こ 税 133,391,180 133,391,180 0 0 100.00

特別土地保有税 6,438,758 0 0 6,438,758 0.00

現 年 課 税 分 0 0 0 0 0.00

滞 納 繰 越 分 6,438,758 0 0 6,438,758 0.00
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入 湯 税 16,547,950 16,547,950 0 0 100.00

現 年 課 税 分 16,547,950 16,547,950 0 0 100.00

滞 納 繰 越 分 0 0 0 0 0.00

町 税 合 計 2,443,993,280 2,026,064,622 17,598,764 400,329,894 82.90

現 年 課 税 分 2,022,572,230 1,915,867,758 0 106,704,472 94.72

滞 納 繰 越 分 421,421,050 110,196,864 17,598,764 293,625,422 26.15

②国民健康保険税    
（単位：円，％）

税    目 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収入率

国民健康保険税 694,076,644 505,861,566 15,089,421 173,125,657 72.88

 (1)特別徴収 37,226,500 37,226,900 0 △400 100.00

 (2)普通徴収 656,850,144 468,634,666 15,089,421 173,126,057 71.35

現 年 課 税 分 458,060,300 416,888,640 0 41,171,660 91.01

滞 納 繰 越 分 198,789,844 51,746,026 15,089,421 131,954,397 26.03

③介護保険料    
（単位：円，％）

税    目 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収入率

介護保険料 256,678,670 252,974,765 32,605 3,671,300 98.56

 (1)特別徴収 234,526,600 234,564,300 0 △37,700 100.02

 (2)普通徴収 22,152,070 18,410,465 32,605 3,709,000 83.11

現 年 課 税 分 19,373,300 17,956,800 0 1,416,500 92.69

滞 納 繰 越 分 2,778,770 453,665 32,605 2,292,500 16.33

④後期高齢者医療保険料   
（単位：円，％）

税    目 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収入率

後期高齢者医療保険料 111,788,450 111,313,000 800 474,650 99.57

 (1)特別徴収 92,191,800 92,336,800 0 △145,000 100.16

 (2)普通徴収 19,596,650 18,976,200 800 619,650 96.83

現 年 課 税 分 18,765,150 18,288,900 0 476,250 97.46

滞 納 繰 越 分 831,500 687,300 800 143,400 82.66

  ※特別徴収還付未済額：183,100円  

(２)徴収嘱託員収納実績 

○徴収嘱託員 １人 

○収 納 額    ４４，０５５，５０７円 

(３)税務関係証明等 

○件 数 ３，９７２件 

○手数料         ８９５，１８０円 
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11 戸籍・住民 

住民の動向を記録する住民基本台帳について、転入・転出等の各種届出の正確且つ迅

速な処理を行い、住民票や印鑑証明等の証明発行事務のスピードアップに努めた。戸籍・

住民票等の件数については次のとおりである。 

○戸籍届出等件数 １，１４５件（届出６０３件・送付５４２件） 

主なものは、出生・死亡・婚姻・離婚・入籍届出等である。 

○証明等発行件数 戸籍関係 ９，９８７件 

 住民票 ９，３１６件 

 印鑑証明 ５，９０７件 

 その他 ２，９３０件 

○旅券申請・交付件数 申請３２１件  交付２９９件 

 

12 選挙 

○小川土地改良区総代選挙 平成24年 5月24日執行 無投票 

○那珂川町農業委員会委員選挙     平成24年 6月24日執行 無投票 

○栃木県知事選挙 平成24年11月18日執行 投票率：40.68％ 

○衆議院議員総選挙          平成24年12月16日執行 投票率：58.84％ 

 

13 監査委員 

(１)例月出納検査の実施 

○４月から毎月実施 計１２日 

(２)決算審査・定期監査 

○一般会計及び特別会計の審査期間 平成24年７月20日～８月２日 

○水道事業の審査日 平成24年７月10日 

○意見書・監査結果報告書提出日 平成24年８月17日 

(３)財政援助団体等補助監査 

○那珂川町青少年海外体験学習派遣団、那珂川町耕作放棄地再生利用緊急対策事業

（小口・和見地区）、那珂川牛振興対策事業（那須南農業協同組合） 

    平成24年10月24日 

○特定非営利法人地域生活相互支援大山田ノンフェールくらねぇ、馬頭温泉保護開発

協会、那珂川町遺族会             平成24年11月20日   

○まほろばの里スポーツクラブ、那珂川町夢まつり実行委員会、那珂川町防犯・暴力

追放協会                   平成24年12月20日 

  ○那珂川町社会福祉協議会、小川地区山車保存会 平成25年１月21日 

○監査結果報告書提出日 平成25年３月21日 
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(４)財産区特別会計決算審査 

○馬頭財産区審査 平成24年７月21日 

○意見書提出日 平成24年８月17日 

 

民 生 費 関 係  

 

１ 福祉団体等への支援 

地域での要援護者への対応及び地域福祉活動の強化のため、福祉団体等の育成・支

援を実施した。 

○民生委員児童委員への支援 ５０名 ３，３７８千円 

○社会福祉協議会への支援 

・社会福祉協議会運営費補助金  ３３，９００千円 

・社会福祉協議会事業費補助金  ２，５０４千円 

  ○災害見舞金   

・火事１件                     １００千円 

 

２ 障害者福祉 

障害者の自立更生を推進するため、身体障害者巡回診査更生相談、障害福祉サービ

ス(介護、訓練等給付)事業、地域生活支援事業による支援、重度心身障害者への医療

費助成、特定疾患患者への見舞金の給付及び補装具の給付を積極的に実施した。 

また、障害者の自立支援施策を円滑に進めるため、障害者自立支援特別対策事業を

実施した。 

○補装具給付及び修理 ３９件 ３，６２６千円 

○自立支援（更生）医療 ５９人 ２９，８０２千円 

○重度心身障害者医療費助成 ２８２人・5,872件 ２８，７５２千円 

○特定疾患患者見舞金 １１９人 ３，８０７千円 

○障害者福祉サービス事業 １３５人 １９８，３８０千円 

○障害者地域生活支援事業 １８３人 ４３，７６１千円 

○障害者自立支援特別対策事業  ３，２６０千円 

 

３ 高齢福祉 

高齢者の生きがいづくり及び要援護老人対策として次の事業を実施した。 

○居室事業 １人 ９０２千円 

○敬老会 １８会場・1,492人 ６，９４６千円 

○敬老祝金  （80、85、90、95歳） ５６２人 ４，３４５千円 
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  （100歳） ４人 ４００千円 

○緊急通報システム装置の貸付(H25.3.31現在) ７４件 ３，１４０千円 

○ねたきり老人等寝具洗濯サービス事業 ９人 １２２千円 

○軽度生活援助事業 ７人 １９３千円 

○老人福祉施設入所措置(H25.3.31現在) 養護１７人 ４０，８３６千円 

○馬頭総合福祉センター管理運営 施設利用者18,052人 １７，７９１千円 

○小川総合福祉センター管理運営 施設利用者21,856人 ２３，６０６千円 

○シルバー人材センター運営補助 ４，９００千円 

○老人クラブ等社会活動推進事業（補助金） ２，４５０千円 

○地域見守りネットワーク事業（大山田上郷、大那地） ８５２千円 

 

４ 国民年金 

公的年金（国民年金）の必要性を十分に周知させるため、「広報なかがわ」への掲載

等により普及推進を図った。 

○国民年金被保険者数 ３，７８４人 

 （１号:2,968人、３号:816人 ※H25.3月現在） 

 

５ 児童福祉 

子育てを行っている家庭を支援し、児童の健全育成を図るため、次の事業を実施し

た。なお、本年度末をもって児童館を廃止した。 

○保育園の運営 ４園／児童数３１５人 ９９，７２９千円 

 （児童数内訳：３歳未満１１６人、３歳７０人、４歳以上１２９人） 

○放課後児童クラブの運営 ２か所／児童数４９人 ７，７６０千円 

○児童館の運営 利用者数１，３９７人 １，９９６千円 

○子育て支援センターの運営 利用者数２，７０３人 ２，５７０千円 

○遺児手当の支給 ６人 ２５２千円 

○児童手当の支給 

区   分 支給月額(円) 延児童数(人) 支給金額(千円) 

３歳未満 １５，０００ ３，２７４ ４９，１１０ 

小学校修了前（第１子・第２子） １０，０００ １１，１０１ １１１，０１０ 

小学校修了前（第３子以降） １５，０００ ２，１０８ ３１，６２０ 

中学校修了前 １０，０００ ５，５２７ ５５，２７０ 

特例給付 ５，０００ １４９ ７４５ 

合   計  ２２，１５９ ２４７，７５５ 

※平成２４年６月支給分子ども手当を含む 
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○児童虐待防止対策 

 ・要保護児童対策地域協議会(実務担当者会議) １２回 

 ・児童虐待防止ワークショップ ４回／１３２人 ３０千円 

○ＤＶ被害者等相談支援事業  ２，５１２千円 

○医療費助成事業 

事 業 名 対象人数(人) 助成人数(人) 助成件数(件) 助成額(千円) 

こども医療費助成 １，５７２ １，０３６ １５，２８１ ２４，３８３

妊産婦医療費助成 １５７ ７３ ５０３ ２，５４３

ひとり親家庭医療費助成 ５０９ ３２３ ３，１２９ ６，７０７

 

 

衛 生 費 関 係  

 

１ 保健予防 

人生８０年時代を迎え、町民の健康問題は最重要課題であり、「自分の健康は自分で

守る」という意識の高揚と、町民の健康水準の向上を図るため、健康づくり及び疾病

予防対策事業を実施した。 

(１)健康づくり推進事業 

ライフスタイルの多様化に伴い増加している生活習慣病を予防改善するために、

栄養・食生活、運動・身体活動の見直しや習慣化について実践できるよう支援した。 

○メンバーズらくらく倶楽部 ２９回 ３９１人 

○食生活改善推進員協議会 １６回 ４３６人 

○その他 

・「広報なかがわ」による啓発活動（健診を受けよう) １２回 

・「福祉まつり」での食育普及及び啓発活動     １回   １６０人 

・「福祉まつり」での体組成測定          １回    ６８人 

(２)生活習慣病予防対策事業 

青壮年期からの生活習慣病予防と疾病の早期発見、早期治療を目的に、健康増進

法に基づき、総合的な保健事業を実施した。 

また、国の施策である「がん検診推進事業」により、特定の年齢のがん検診の自

己負担金を無料とし、受診率の向上を図った。 

○病態別栄養相談 １１回 ２５人 

○訪問指導 随時 １３人 

○基本健康診査(20～39歳) ２６回 ３７１人 
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○胃がん検診（20歳～） ２６回 １，５８８人 

○子宮がん検診(集団検診)（20歳～） １４回 １，２０４人 

（うち、がん検診推進事業受診者  ６９人） 

○子宮がん検診(個別検診) ６～２月 ３４人 

（がん検診推進事業） 

○乳がん検診（20歳～） １４回 １，５７６人 

（うち、がん検診推進事業受診者 ２２８人） 

○乳がん検診(個別検診) ３回  １１人 

（がん検診推進事業） 

○大腸がん検診（20歳～） ２６回 ２，５６７人 

（うち、がん検診推進事業受診者 ２７０人） 

○肺がん検診（20歳～） ２６回 ２，６２１人 

○前立腺がん検診 １４回 ９０９人 

○肝炎ウィルス検診 ２６回 １４８人 

○骨粗しょう症検診 １４回 ２５０人 

○歯周疾患検診 ７～９月 ６７人 

○精神保健相談会 １２回 ３３人 

○のんびりくらぶ １０３回 １１１人 

○生活習慣病予防教室「なかがわフィットネス倶楽部」 

ヘルスアップコース １８回 １７６人 

パワーアップコース １６回 １８５人 

○職域健康教室 １回 ４５人 

(３)母子保健対策事業 

母子の一貫した健康管理を目指し、母子保健法に基づく健康教育・相談及び各種

健診を実施した。また、成長過程におけるさまざまな発達課題に対して、関係機関

と連携をとりながら、児の健やかな成長を促すことを目的とした発達障害児支援事

業を実施した。 

○乳児訪問（こんにちは赤ちゃん事業） 随時 ９４人 

○母子健康手帳の交付 随時 ８８人 

○乳児健診（４か月・８か月） １２回 １８４人 

○１歳児相談 ６回 １０１人 

○１歳６か月児健診 ６回 １０６人 

○２歳児相談 ６回 ９１人 

○３歳児健診 ６回 １０８人 

○３歳児精密健康診査 随時 １０人 



 - 15 -

○虫歯予防教室（フッ素塗布） １２回 ５８４人 

○妊産婦一般健康診査 随時 １，１５６人 

○みんなの子育て広場 ２１回 ６０２人 

○マタニティクラス １１回 ２０人 

○子ども栄養相談 ５回 ８人 

○のびのび発達相談 １０回 １２７人 

○乳幼児発達相談 ２０回 ６２人 

○みかん教室（早期教育相談グループ教室） １１回 ６１人 

○発達障害児事例検討会、研修会 １回 １２７人 

 (４)感染症予防対策事業 

結核及び各種感染症の発症予防のため、予防接種法に基づく各種予防接種を実施

した。また、高齢者の肺炎罹患による重篤化予防のため、肺炎球菌ワクチンの助成

を実施した。国の「子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業」により、子宮頸がん

予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン接種費用の助成を実施した。 

○定期予防接種 ・ＢＣＧ接種 ８５回 

 ・ポリオ ３７０回 

 ・麻しん・風しん混合 ５６０回 

 ・二種混合 １６７回 

 ・三種混合 ３８６回 

 ・四種混合 ４５回 

・インフルエンザ ３，９７７回 

 ・日本脳炎 ８３４回 

○任意予防接種の助成 ・肺炎球菌ワクチン １１４回 

・子宮頸がん予防ワクチン   ２９８回 

・ヒブワクチン        ２７８回  

・小児用肺炎球菌ワクチン   ３０８回  

(５)へき地医療対策事業 

無医地区住民の医療を確保するため、へき地歯科巡回診療を実施した。 

○対象地区：大内・大那地・小砂 １８回    延８６人 

 

２ 環境衛生 

住民の生活環境の整備を図るため、次の事業を実施した。 

(１)廃棄物収集処理対策事業 

廃棄物の分別収集とリサイクルに取り組むために、適正な廃棄物収集事業を実施

した。 
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○廃棄物内訳 

・可燃ごみ ４，１５８ｔ 

・不燃ごみ ２９０ｔ 

・資源ごみ ７２５ｔ 

・粗大ごみ １１２ｔ 

・有害ごみ ６ｔ 

○搬入内訳 

・委託業者収集搬入 ４，４１８ｔ 

・直接搬入 ８７３ｔ 

(２)畜犬対策事業 

動物愛護について正しい知識の普及を図るとともに、狂犬病予防法等に基づく登

録、予防注射を実施した。 

○登録 ７３頭 

○予防注射 ９０２頭 

○野犬・不用犬(猫)引取り ５０(５)頭 

(３)合併処理浄化槽設置整備事業 

生活排水による公共用水域の水質汚濁防止を図るため、合併処理浄化槽設置に対

し補助を行った。 

○合併処理浄化槽設置整備補助金 ４１件   １６，０６４千円 

(４)瓦礫処理及び放射能対策 

平成２３年３月１１日発生の東日本大震災により発生した瓦礫の処理及び放射

能漏れに対応するため必要な措置を講じた。 

○瓦礫処理 

大谷石、コンクリート、瓦、木質について小川総合福祉センターを受け入れ先とし

リサイクル等により処分を行った。（９月３０日まで） 

（処分量 大谷石79ｔ、コンクリート435ｔ、瓦210ｔ、木質65ｔ、その他150ｔ） 

 ○空間放射線量測定 

山村開発センター及び、小川庁舎において、測定及び結果をＨＰ等に公表した。 

○放射線量測定器の貸し出し 

 測定器１台の貸し出しを行った。（貸し出し件数 １５件） 

○食品の放射性物質簡易検査 

 ７月１日より検査を開始した。（検査数 ２６３件） 

(５)地球温暖化対策 

  地球にやさしい電気自動車の普及に向けたインフラの整備と観光振興を推進す

るため、日産自動車（株）から寄贈された電気自動車急速充電器（１台）を、まほ

※資源ごみ内訳 

・スチール缶 ４７ｔ 

・アルミ缶 ８ｔ 

・ペットボトル ５１ｔ 

・びん類 １６７ｔ 

・紙類 ３５１ｔ 

・布類 １０１ｔ 
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ろばの湯駐車場に設置した。 

 

３ 公園墓地・小川墓地 

公園墓地２００区画及び小川墓地２４区画の維持管理を行った。 

 

４ 環境保全対策 

町民が健康で安全な生活を営むため、公害防止対策等の推進に努めた。 

(１)河川等の水質検査の実施（３７ヶ所） 

(２)騒音、悪臭等の防止対策 

(３)不法投棄監視員２名が、月１０回の巡回監視を行った。 

(４)北沢地区不法投棄物処理対策 

地域振興推進組織の会議に出席するとともに、地域との信頼関係を構築するため

の要望を行った。また、最終処分場の理解を深めてもらうための先進地視察に協力

した。 

○地域振興策に関する会議出席 

 ・地域振興推進組織（和見地域振興推進協議会 他） ３回 

○最終処分場先進地視察 

・エコフロンティアかさま（茨城県笠間市） １回（計28名） 

   ・埼玉県環境整備センター（埼玉県寄居町）      ３回（計67名） 

   

 

農 林 水 産 業 費 関 係  

 

１ 農業委員会 

農業委員会等に関する法律に基づき、農業生産力の発展及び農業経営の合理化を図

り、農家の地位向上に寄与することを目的に事業を行った。 

(１)農地法に係る権利の設定・移転・転用等の許認可事務とともに、農業経営基盤法に

基づく利用関係の調整や農地流動化の推進活動を実施した。 

○ 農地法３条（農地の権利異動等） ４５件 ３１７筆 37.56ha 

○ 農地法４条（自己農地の転用） ２件   ２筆 0.12ha 

○ 農地法５条（転用での権利設定・移転） １６件  １８筆 0.92ha 

○ 非農地証明              １３件  ２１筆 0.72ha 

○ 利用集積              １３７件 ３９４件 70.65ha 

(２)農業委員会は、農地の公的管理主体として、食糧の生産基盤である優良農地の確保

と有効利用の促進を図るため、優良農地を対象に農地パトロールを行い、利用状況調
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査を実施した。 

町そば生産組合員等と共に健武の細田地区に耕作放棄されていた遊休農地の解消対

策を行った。（Ｈ２２～Ｈ２４実施） 

又、遊休農地の解消に向け、関係機関団体等と連携し、菜種・ヘアリーベッチの作

付けの促進と、試験的にマコモタケを作付けし、販路拡大等の検討会を実施した。 

(３)農業者年金のリーフレットを配布するなどして、制度の普及及び加入推進を行った。 

(４)関係機関と連携し、農業経営の近代化・合理化の基礎となる農業簿記、記帳指導及

び農業青色申告制度の普及推進活動を実施した。 

 

２ 農業振興事業 

農業振興については、東日本大震災関連事業により、土壌改良支援や農産物の安全・

安心キャンペーンを実施した。また、中山間地域等直接支払交付事業、農地・水・保

全管理支払事業により地域の振興・環境保全の取り組みや農業担い手の育成など農地

利用の推進事業を行った。 

さらに、休耕田を利用した、ホンモロコ養殖の実証においては２年目を迎え、採卵・

ふ化にも成功した。 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

中山間地域等直接支払交付事業 

農地保全のための共同作業 

急傾斜地 １６集落 

緩傾斜地 ５０集落 

31,463 
交付事業 31,262

推進費     201

農地・水保全管理支払事業 

農地水環境の良好な保全と質的

向上の共同作業 

取組集落  ５集落 

1,573 総事業費  5,960

使用済農業用生産資材適正処理 

推進事業 

使用済み農業用ビニール、農薬等

の処理 
451 総事業費  2,481

食育体験実践事業 
農業・料理体験を通じて食育の推

進（６小学校） 
300  

とちぎの集落営農確立支援事業 集落営農組織の育成 184 総事業費  1,169

地域農業マスタープラン作成事業 
人・農地プランの作成 

（６地区） 
924  

県産農産物の安全・安心ＰＲ事業 
農産物直売所における農産物の

安全安心キャンペーンの実施 
500 総事業費  1,000

放射性物質吸収抑制対策支援事業 

放射性物質吸収抑制土壌改良剤

（塩化加里・硫酸加里）の導入支

援 

372 総事業費  3,031

那珂川町農産品ブランド化推進事

業 
そば生産組合への助成 250 総事業費    389
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園芸対策（アスパラガス）事業 選別機・計量器導入への助成 1,000 総事業費  2,582

水田経営とちぎモデル条件整備事

業 
コンバイン導入への助成 3,595 総事業費 12,000

中山間地域グラウンドワーク活動

等支援事業 
多目的育苗施設導入への助成 600 総事業費    606

環境保全型農業直接支援対策 

生物多様性保全等に効果の高い

営農活動に取り組む農業者に対

して支援 

39  

ホンモロコ養殖事業 
久那瀬ホンモロコ養殖組合への

助成 
300 総事業費    636

 

３ 畜産振興事業 

ＪＡなす南和牛部会、酪農組合等との連携により高品質の牛肉・生乳の生産を推進

した。 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

畜産振興事業 

和牛振興事業、優良乳用後継子牛保留

事業、家畜伝染病予防対策事業、畜産

団体補助事業 

4,174  

 

４ 土地改良事業 

農業生産基盤及び農村生活環境基盤整備のため、農道整備事業等を実施した。 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

県単農業農村整備事業 

小口地区農道整備事業 Ⅲ期工事 

農道舗装L=693m 測量設計一式 
11,631  

小口萩の草地区農道整備整備事業 

農道舗装 L=200m 測量設計一式 
3,859  

農業集落排水事業 農業集落排水事業特別会計繰出金 34,060  

 

５ イノシシ肉加工事業 

イノシシ肉処理加工施設を運営し、獣害の軽減及び特産品生産による地域の活性化

を図った。 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

イノシシ肉加工事業 受入頭数 218頭（町内122、町外96） 9,998 
イノシシ肉販売

収入   4,099
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６ 林業振興事業 

とちぎの元気な森づくり事業により、里山の景観保全及び維持管理を行った。また、

八溝産材の需要拡大を図るとともに、県北木材協同組合が実施する地域材の資源循環

利用を推進するため、林業・木材産業構造改革事業により、木材加工流通施設を整備

した。 

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

松くい虫防除事業 衛生伐   10.0㎥ 126  

森林整備地域活動支援交付

事業 
作業路網の改良活動 10協定 2,650.0ha 10,762  

とちぎの元気な森づくり事

業 

里山の整備   ３個所 18.0ha 5,089  

里山の管理  ２２箇所 124.8ha 5,670  

生物多様性モデル林整備  5.0ha 4,000  

提案型里山林整備     5.0ha 2,000  

林道維持管理事業 

林道恩田薬利線外６ 維持・修繕  1,493  

林道城間線舗装工事 L=567.3m W=4.0m 8,778  

林業・木材産業構造改革事

業 
林業施設整備 129,000  

木材需要拡大事業 八溝材使用新築住宅補助 ８件 1,957  

 

◆林業施設利用状況 

施 設 名 利 用 者 数 備 考 

森林公園特産品生産施設 ５３２人  

森林公園緑の展示館 １８人  

観光乗馬施設（ホースランド） ４４３人  

緑の交流館 ４７２人  

 

７ 放射能対策 

○イノシシ肉の放射性物質検査を全頭実施した。 

  ○関係機関とともに農産物、林産物及び水産物における放射性物質の検査を実施した。 

  ○放射性物質の吸収抑制効果のある土壌改良剤を導入した。 

  ○農産物の安全安心キャンペーンを実施した。   
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商 工 費 関 係  

 

１ 商工業の振興 

商工会が中心となって実施したまちづくり事業、商店街活性化事業、商工業振興事

業等について支援した。 

さらに、中小企業振興策のひとつとして融資制度の利用促進を図った。 

(１)商工会支援 

○那珂川町商工会経営改善普及事業費補助金   １２，０３７千円 

○商工業振興事業費補助金 １，３２５千円 

○商工会まちづくり委員会補助金 ４５０千円 

(２)中小企業振興資金融資状況 

○新規貸付件数 ４４件 １１８，９４０千円 

○信用保証料補助額 ４４件 １，７００千円 

○特定中小企業者認定 ５号         ２２件 

○東日本大震災復興緊急保証中小企業者認定       １７件 

 

２ 観光の振興 

那珂川町として、観光協会などの観光関連団体とともに、町内の観光施設の案内、

温泉郷・料飲店等の紹介、地元特産品の宣伝及び観光イベントへの参加などに積極的

に取り組み、交流人口の増加を推進し、地域の活性化に努めた。 

(１)観光関連団体への補助 

○那珂川町夏まつり実行委員会 ２，９８２千円 

○小川地区山車保存会 ２００千円 

○那珂川町観光協会 ８，４１０千円 

○馬頭温泉保護開発協会 ９００千円 

(２)主な観光施設の利用状況（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

施 設 名 利 用 人 数 備 考 

青少年旅行村 １，６１７ 人  

町営温泉浴場ゆりがねの湯 ７３，０１７ 人  

道の駅ばとう ４３２，４３０ 人 推計値 

ふるさとの森公園  ３，９５２ 人  

まほろばキャンプ場 １，２９１ 人  
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３ 消費者行政 

消費者被害拡大防止のため、消費者啓発パンフレットを町内中学生及び馬頭高校生

に配布し、消費者啓発冊子を役場や福祉センター等の窓口に設置した。また、町内中

学３年生を対象に消費者啓発に係る寸劇を上演した。さらに、町ホームページやケー

ブルテレビ等を通じて広報活動を行った。 

  ○消費生活相談受付件数  ５件 

 

４ 開発推進 

栃木県企業立地促進協議会等を通じ、情報収集に努め、企業訪問など誘致活動を行

った。また、既存立地企業のフォローアップを行い、企業の定着促進を行った。 

 

 

土 木 費 関 係  

 

１ 道路橋りょう整備事業 

道路は、生活の利便性の向上や産業の振興に大きな役割を果たしていることから、

地域間の幹線道路や生活道路を整備し、都市間を結ぶ主要幹線道路である国・県道の

整備を関係機関に要望した。 

（単位：千円）

事 業 種 別 路 線 名 等 事 業 内 容 等 事 業 費 備 考 

改 良 舗 装 

７６号線 
改良・用地補償一式 

 L=86.5m W=10.0m 
51,655  

一渡戸大鳥線 
改良・舗装・用買補償一式

 L=381.1m W=11.0m 
87,189 うち繰越明許費 38,929

和見立野線 
測量一式 

 L=1,100m W=5.0m 
8,621  

都新道線 
用地補償・測量一式 

 L=450m W=10.0m 
15,004  

上郷須賀川線 
測量一式 

 L=2,000m W=7.0m 
9,450  

上台線 
舗装一式 

 L=1,024m  
9,912  

梅平線外 
排水施設整備工事一式 

L=1,385m  
9,608  

 

２ 地籍調査事業 

   那珂川町の土地の実態を正確に把握するため、国土調査法に基づく地籍調査事業（馬

頭Ⅳ地区、馬頭Ⅴ地区、馬頭Ⅵ地区、和見Ⅱ地区、和見Ⅲ地区）を実施した。 
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事業名 事  業  内  容 事業費 備  考 

 

 

地籍調査事業 

調査・測量 

馬頭Ⅵ A＝0.33ｋ㎡、和見Ⅲ A＝1.66ｋ㎡ 
29,228 

  

複製図作成 馬頭Ⅴ、和見Ⅱ 

数値情報化 馬頭Ⅳ、Ⅴ、和見Ⅱ 
 1,123 

 

 

３ 公 園     

   町民の身近な交流の場として、施設の維持管理に努めた。  

 （単位：千円）

事  業  名 事 業 内 容 等 事業費 備  考 

馬頭公園防犯灯修繕工事 照明器具４台 131  

     

４ 住 宅       

   町営住宅224戸、町有住宅76戸の維持管理を行い、良好な居住環境の整備に努めた。 

（単位：千円）

事  業  名 事 業 内 容 等 事業費 備  考 

町営谷田上の原住宅修繕工事 1号棟屋根修繕 886  

町営愛宕住宅・町有上郷地住宅・藤沢住

宅解体工事 

愛宕住宅、上郷地住宅、藤沢住

宅解体 
4,715 

 

 

消 防 費 関 係  

   

１ 火災の概況 

   平成２４年度中の那珂川町における火災出動件数は７件で、前年度に比較して１件

の減であった。 

  ○主な火災 

発 生 日 場     所     等 

４月２６日 小砂地内その他の火災（ビニールシート） 

１０月２４日 馬頭地内建物火災（倉庫） 

１月１３日 三輪地内林野火災 

 ２月２２日 三輪地内その他の火災（原野） 

３月 ３日 北向田地内建物火災（倉庫） 

３月１０日 大山田下郷地内その他の火災（原野） 

３月１４日 大山田上郷地内建物火災（住宅） 
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２ 消防施設の整備 

  ○消防自動車     消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ型) １台（第６分団第３部） 

             小型動力ポンプ積載車      １台（第６分団第２部） 

             消防指揮車          １台 

  ○消防車庫      第３分団第３部（大山田下郷) １棟 

                          第３分団第４部（大山田上郷) １棟 

  ○耐震性防火水槽   谷田地内（小川南小入口）  １箇所（４０㎥） 

 

３ 消防団点検・訓練関係 

（１）点検 

   １０月２８日 那珂川町消防団通常点検  出場率 ７４．８％ 

 （２）訓練 

    ６月 ３日 那珂川町消防操法大会 

    ６月２４日 消防協会南那須支部操法大会出場 

           ○ポンプ車操法の部 

            ・第１分団第６部（矢又) 

            ・第３分団第２部（小砂) 

○小型ポンプ操法の部 

            ・第２分団第３部（大内) 

            ・第５分団第３部（浄法寺・梅曽) 

４ 防災関係 

    東日本大震災における町の災害対応の検証を実施し、那珂川町地域防災計画の見直

し等を行った。 

○防災ハンドブック 

   住民向けの災害時の行動指針を記載・全戸に配布 

○防災マップ 

   町内の土砂災害等の危険箇所を記載・全戸に配布 

  ○災害用備蓄品の整備 

   災害時に備えて、飲料水や食糧などの備蓄及び発電機等の資機材を整備 

  ○町災害復旧等支援の状況（平成 25 年 3 月 31 日現在） 

・町災害復旧等支援金申請件数       １，２０７件  

・町災害復旧等支援金支払件数         ２０８件（１７．２％）  

      〃      （累計）      ９２３件（７６．５％） 

・町災害復旧等支援金支払金額  ２０，３７２，６９２円 

  ※未払分については、完成後平成25年度以降支払予定 
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教 育 費 関 係  

 

１ 学校教育 

(１)小学校・中学校 

文部科学省及び県教育委員会の教育施策を踏まえ、人間尊重の精神を基盤として、

豊かな情操と道徳性を身につけ、国際的視野を持ち、郷土・社会に貢献しうる実践

力と創造性に富む人づくりに努めた。町教育基本方針に基づき、特に地域に根ざし

た調和と特色ある教育行政を課題として、各校の創意工夫のもと積極的に教育の推

進を図った。 

また、適正規模での児童の健全な教育については、薬利小学校及び小川南小学校

の環境を整備するため、平成２６年３月をもって閉校し、小川小学校へ統合するこ

ととなった。 

なお、教育環境の充実と教育施設・教材備品の整備のため実施した主な事業は次

のとおりである。 

○小学校教育用コンピュータ機器借上 ５，８２９千円 

○小学校教材備品費 １，２０８千円 

○小学校就学援助費 ２，８３２千円 

○総合学習推進費 ７１５千円 

○中学校生徒通学費補助 ８６０千円 

○中学校教育用コンピュータ機器借上 ３，４１５千円 

○中学校教材備品費 ２，５５８千円 

○中学校就学援助費 ３，８８０千円 

○外国語指導助手設置費 ５，９７２千円 

○小学校スクールバス運転業務 ２４，９１８千円 

○中学校スクールバス運転業務               １２，０７１千円 

○小学校普通教室及び特別教室扇風機購入           １，７７３千円 

○中学校普通教室及び特別教室扇風機購入           １，５３１千円 

○馬頭小学校体育館耐震補強及び大規模改修工事設計業務    ５，０９３千円 

○馬頭小学校体育館耐震補強及び大規模改修工事監理業務    １，６３８千円 

○馬頭小学校体育館耐震補強及び大規模改修工事       ６２，３７０千円 

○小川小学校ランチルーム耐震補強及び大規模改修工事監理業務（繰越明許）   

２，１００千円 

○小川小学校ランチルーム耐震補強及び大規模改修工事（繰越明許） 

                             ４４，７８３千円 

○小川小学校ランチルーム内物品購入（繰越明許）       １，８６３千円 
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○小川南小学校プール塗装改修工事                ９９８千円 

○馬頭中学校技術室屋根・外壁塗装工事設計業務          ２００千円 

○馬頭中学校技術室屋根・外壁塗装工事            ３，２５５千円 

○馬頭中学校Ｃ棟下駄箱改修工事                 ５１５千円 

○馬頭中学校プールろ過装置改修工事               ９４５千円 

(２)幼稚園 

幼稚園教育要領の趣旨を踏まえ、家庭では体験できない社会・文化・自然などの

体験を十分にさせながら、他人を思いやる心や感動する心など豊かな人間性を持っ

た幼児を育てることに努めた。また、幼児教育の向上を図るため、教育内容の改善、

施設設備の整備と教育環境の充実を図った。 

○園児数の状況 

・ひばり幼稚園 ６８名（３歳児２３名、４歳児２４名、５歳児２１名） 

・小川幼稚園  ３６名（３歳児１２名、４歳児 ９名、５歳児１５名） 

○子育て支援事業 

  町内の２歳児とその保護者を対象に、子育て支援事業（親子にこにこクラブ）を

開催した。 

  実施回数 １１回  参加人数（延べ）９４組１８８名 

 (３)学校給食センター 

学校給食法の趣旨を踏まえ、学校給食センターの衛生管理に万全を期すとともに、

児童生徒の心身の健全発育のため、栄養のバランスに配慮した給食を提供した。 

また、学校給食を活用した食育の推進に努めた。 

○給食実施状況 

・小学校６校、中学校２校、幼稚園２園、児童生徒職員数１，５７５人 

・完全給食  給食実施回数１９７回（うち米飯１２０回） 

 給食実施総食数 ２８９，９１６食 

（幼稚園は、５月より週３日の完全給食（水・木・金）、４月と月・火は牛乳のみの

給食を実施。） 

(４)放射能対策 

○放射性物質検査 

・小中学校及び幼稚園敷地の放射線測定 

簡易放射線測定器により学校開業中、毎日、放射線量の測定を行い、線量の変化

を確認した。 

・学校給食食材の放射性物質検査 

安全で安心な学校給食を提供するため、給食用食材や給食１食（まるごと）につ
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いて、給食センター及び県（塩谷南那須教育事務所）所有の多機能放射線測定器に

より定期的に放射性物質の検査を実施した。 

 

２ 社会教育 

町民が生涯学習を実践することができるよう学習環境の形成に努めた。 

また、生涯学習の観点にたって社会教育活動を推進し、青少年をはじめ成人、高齢

者を対象に各種学級、講座を開催し、学習機会の提供に努めた。実施にあたっては、

指導者の養成と社会教育団体の育成を目的に学習活動を展開した。 

次に、芸術文化の領域では、町民に活動の機会を提供するなど文化団体の育成と文

化の振興に努めた。さらに、町民一人ひとりが郷土の歴史を理解し、郷土愛の精神を

養うために地域の文化遺産に関わる学習の機会を提供した。 

(１)生涯学習 

生涯学習の啓発・普及を図り、理解を深めるため「なかがわ町民大学」を実施し

た。 

(２)青少年教育 

青少年の社会参加と体験学習を推進するために、中・高校生を対象にリーダーの

養成とボランティア活動を推進した。また、青少年の健全育成に努めた。 

○ジュニアボランティアズクラブの育成・指導 

○青少年育成協会の育成・指導 

○成人式の開催 

(３)成人教育 

家庭教育学級、幼児教育学級、思春期講座を実施し、家庭教育などの重要性につ

いて理解を深めるとともに、家庭での実践を促すために親学習プログラムを実施し

た。 

(４)高齢者教育 

高齢者を対象に「シルバー大学」を開設し、集団による学習活動を通して心のふ

れあいと教養を深め、豊かな人生設計を形成するための学習活動を展開した。 

(５)公民館活動 

歴史学習（放送利用講座）や自然体験（ネイチャークラブ）、親子のふれあい（親

子わくわく塾）など幅広い学習の場の提供に努めた。 

また、小川公民館の管理運営に努め、地域住民や行政機関、学校、企業などによ

る会議や研修の場として提供した。 

○利用件数 ５６０件 利用人数 ５，３３０人 

(６)国際交流活動 

国際社会への対応と国際理解を深めるため、青少年海外体験学習派遣事業、ホー
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ムステイウィークエンドｉｎ那珂川等の事業等を実施した。 

(７)芸術文化活動 

文化祭の開催や文化団体の育成に努めた。また、馬頭地区の小学生を対象に、移

動音楽鑑賞教室を実施した。 

○文化祭の開催  

種    目 期    日 場    所 出展数・参加者数 

総合展 11月3日・4日 総合体育館 １，３００点 

菊花展 11月1日～7日 南町駐車場 １７１点 

菊花盆栽展 11月2日～7日 あじさいホール周辺 ２２３点 

邦楽民謡舞踊祭 11月3日 あじさいホール       ５６組 

歌謡祭 11月18日 あじさいホール ９８人 

○南那須地区音楽祭の開催（担当：那須烏山市） 

  １０月２日 烏山小学校体育館  参加団体数２７団体 

○移動音楽鑑賞教室の実施 

  ６月２１日 馬頭総合福祉センターにおいて日本の調べを実施 

   馬頭地区小学校５・６年生児童 約２１０名参加 

○子どもの森の管理 

(８)文化財保護事業 

○文化財保護団体や文化財（技術）伝承者の育成  

○文化財国庫補助事業 

出土文化財再整理事業 

（震災被害の文化財復旧作業・国士舘大学生：30 人（41 日間）延べ 1,230 人参加） 

○文化財教室の開催 

    小中学校への歴史学習支援のため文化財教室を開催 

７月５日、１２月５日  小川中学校第１学年 ５１名 

２月２８日       馬頭西小学校第５、６学年 ２４名  

６月～１月（全１１回） 小川小学校第６学年 ４２名 

○町内遺跡発掘調査事業 

         駒形6号墳周辺遺跡出土品等整理作業 

 (９)美術館の運営 

美術品、資料等の適切な保存を図るとともに他館と連携しながら各種展覧会を実施

した。また、調査・研究及び普及等の事業を行い、芸術その他の文化の振興に努めた。 
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○展覧会 

会 期 展 覧 会 名 入館者数(人) 

4 月 21 日～ 5 月 20 日 
 春季特別展 広重と東海道展 

－行書東海道・隷書東海道を中心に－（前期） 
２，３５５ 

5 月 26 日～ 6 月 24 日 
 春季特別展 広重と東海道展 

－行書東海道・隷書東海道を中心に－（後期） 
１，８４７ 

6 月 29 日～ 7 月 29 日  様々な東海道展 １，７５８ 

8 月 3 日～ 9 月 9 日  平成うなぎ展 ３，２４８ 

9 月 14 日～10 月 14 日 
 秋季特別展 広重と東海道展－保永堂版東海道 

             竪絵東海道を中心に－（前期） 
 ２，１２４ 

10 月 19 日～11 月 18 日 
 秋季特別展 広重と東海道展－保永堂版東海道 

             竪絵東海道を中心に－（後期） 
 ２，６１０ 

11 月 23 日～ 1 月 20 日  吉村和敏 写真展 ３，８０２ 

1 月 25 日～ 3 月 3 日  偐紫田舎源氏－源氏絵の世界－ １，４９８ 

3 月 8 日～ 4 月 14 日  青木コレクション－花と美人の絵師 尾形月耕－ １，７３１ 

     計  特別展４回、企画展５回 ２０，９７３ 

○町民参加型展覧会【視聴覚研修室ギャラリー】 

会   期 展 名 観覧者数(人) 

4 月 28 日～ 5 月 6 日 大山田上郷の人達と仲間展 １，３００ 

6 月 6 日～ 6 月 10 日 ノンフェールガラス工房ガラス展  ２９８ 

6 月 14 日～ 6 月 17 日 婦人帽子展示 ６５ 

7 月 10 日～ 7 月 15 日 あいらぶ写真展 ５０７ 

10 月 19 日～10 月 24 日 押花展 ２１３ 

10 月 25 日～10 月 28 日 「鼓動」写真展 ２６５ 

11 月 1 日～11 月 7 日 水戸藩窯の展示会 ２５０ 

11 月 13 日～11 月 18 日 写真展「写友 那珂川」 ２２５ 

11 月 23 日～11 月 30 日 地主草径作品展 ４５８ 

12 月 4 日～12 月 9 日 秋山庄太郎写真芸術協会展 ４０７ 

計  ３，９８８ 

○調査研究・教育普及活動 

・図録の発刊 「広重と東海道」 

・講演会の開催 ４回  ２８０人参加 

・ミュージアムトークの開催（各展覧会） ７回  １６４人参加 
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・ワークショップの開催 ４回  ３４人参加 

・第８回那珂川町児童生徒版画コンクール  応募作品数：９１５点 

(10)郷土資料館の運営 

郷土の歴史、民俗等に関する資料を収集保存し、郷土への理解と意識の高揚を図

るため、企画展等を開催した。 

○展示会 

会    期 展   示   会   名 観覧者数(人) 

3月11日～ 5月27日 パネル展 那珂川町の文化財被害と復旧の1年 
１，８０７ 

（4月1日～5月27日）

8月 3日～ 9月 9日
特別展 天然ウナギと養殖ウナギ  

―那珂川清流のウナギ漁― 
１，７４３ 

11月 1日～ 1月10日
第 14 回企画展 まぼろしの鉄道  

―東野鉄道と長大線敷設計画― 
３，０８５ 

○展示会関連行事 

期   日 展   示   会   名 場  所 参加者数(人) 

8月 5日 工作教室 「ウナギのうちわを作ろう」 馬頭郷土資料館 １１ 

11月 1日 
講演   鉄道乗車を夢見て 

―長大線敷設運動― 
馬頭郷土資料館 ３６ 

  ○普及啓発活動 

・古文書講座  毎週第３水曜日開催 全１０回 受講生２０人 

・連携事業  南那須特別支援学校による奉仕作業（清掃） ９月２７日 

・新収蔵品公開  大野貢製作 ガラス工芸品「日光東照宮」 １０月２２日 

         公開記念ミニ講演会「大野貢との思い出」 ２５名参加 

・刊行図書  平成２４年度企画展報告 

○年間入館者数 １１，２５２人   開館日数 ３０６日 

(11)山村開発センター 

住民の各種研修・会議・集会等に利用された。 

○利用件数  ３０４件  利用人数 ６，２５５人 

 (12)図書館 

町民の生涯にわたる学習活動の拠点として、図書館資料の充実に努めるとともに

図書館活動の推進に努めた。その実施にあたっては、学校、関係機関、ボランティ

ア団体との密接な連携のもとに事業を実施し、町民の豊かな教養、情操を涵養する

ために積極的な文化、読書活動を展開した。 

○図書館奉仕業務の充実 
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○図書館資料(図書・行政資料・逐次刊行物・郷土資料)の収集と充実 

・受入冊数         ３，０９７冊 

○視聴覚資料(ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオ)の充実 

○調査相談業務(レファレンス業務)の実施と充実 

○教育・保育機関等への団体貸出の促進 

○子ども読書活動の推進 

○国立国会図書館、県内図書館等との図書館資料の相互貸借の実施と充実 

○「調べ学習」支援を中心とする学社連携体制の促進 

○図書館運営及び活動の調査と研究（図書館協議会） 

○ボランティア活動（婦人・高校生）の実施と充実 

○年間利用状況 

・登録者数 ４，７５２人 

・図書貸出冊数 ８６，４６７冊 

○文化事業の開催と文化活動の推進 

・お話会 幼児～小学生対象 ５７回 ４５２人 

・読書会 全町民対象 ２４回 １４０人 

・ブックスタート 乳幼児・保護者対象 ６回 ２１６人 

・工作教室 幼児～小学生対象 ５回 ８３人 

・親子読書教室 幼児・保護者対象 ２回 ６２人 

・文芸講演会 児童・保護者対象 １回 ３８５人 

・教養講座 全町民対象 ３回 ２７人 

・子どもの読書の日事業 幼児～小学生対象 １回 ８人 

 

３ 社会体育 

スポーツを通じて、健康で生きがいのある生活を営み、明朗で連帯感に満ちた町づ

くりを進めるため、町民ひとり１スポーツを目標に、スポーツ人口の拡大に努め、さ

らに各種のスポーツ大会、教室、研修講習会等を開催し、スポーツの普及と振興を図

った。 

(１)体育施設・夜間照明施設・学校施設(体育施設)の利用状況 

施 設 名 利用日数(日) 利用団体数 延利用人数(人) 

 

体 

育 

施 

設 

総合体育館 ３１１ ２６ １９，６６９ 

馬頭西体育館 １８３ ２１ ２，３１９ 

小川体育館 ３３６ ２８ １７，３７３ 

健武体育館 ７３ １０ １，２６０ 
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武茂体育館 ４９ ３ ３７２ 

谷川体育館 ７９ １２ １，７６４ 

大山田体育館 １２４ ９ ２，２４１ 

小川武道館 １７３ ４ １，３１２ 

小川弓道場 ５０ １ ４００ 

馬頭運動場 ２２９ １５ １６，３５３ 

大山田下郷運動場 １２９ ５ ３，９９８ 

小川運動場 ３０８ ２４ ２０，０１６ 

小川庭球場 ２４１   ４ ３，５７０ 

那珂川町民プール ３３ － １，４４３ 

 合 計 ２，３１８ １６２ ９２，０９０ 

（
う
ち 

夜 

間 

照 

明
） 

馬頭運動場 １４５ ５ ２，２９８ 

大山田下郷運動場 １２４ ４ ３，２１７ 

小川運動場 ２１９ １８ ４，２３９ 

小川庭球場 １３５ ３ １，４９２ 

馬頭東小運動場 １０３ １ ２，０６０ 

小川南小運動場 ６３ １ １，５７５ 

合 計 ７８９ ３２ １４，８８１ 

学 

校 

施 

設 
馬頭小学校 

校庭 ― ― ― 

体育館 ８８ ６ ６３２ 

馬頭東小学校 

校庭 １１２ ２ ２，１９５ 

体育館 ４９ ７ １，０５５ 

小川小学校 

校庭 ６０ ３ ６９５ 

体育館 １７７ ２ ２，８２５ 

薬利小学校 

校庭 ４５ １ ８５５ 

体育館 ４０ ３ １，０１５ 

小川南小学校 

校庭 ８８ ２ １，３７５ 

体育館 ５１ ７ ７１２ 

馬頭中学校 

校庭 － － － 

体育館 １６８ ３ １，０８８ 
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小川中学校 

校庭 １ １ ６ 

体育館 ６ ３ ８３ 

合 計 

校庭 ３０６ ９ ５，１２６ 

体育館 ５７９ ３１ ７，４１０ 

(２)社会体育活動の推進（各種体育行事の開催状況） 

行 事 内 容 回数(回) 日数(日) 参加人数(人) 

○町民各種大会 

・野球  ・ゴルフ  ・ゲートボール 

・アーチェリー  ・登山  ・バレーボール 

・剣道  ・スキー  ・バスケットボール 

・ソフトボール  ・ソフトバレ－ボ－ル 

・ゆりがねマラソン大会 ・歩け歩け大会   

４３ ７０ ４，４５４ 

○各種地区及び県大会 

・郡市町対抗駅伝競走大会 

・なすみなみ若鮎駅伝競走大会 

・県民スポーツ大会 

・南那須地区小学生駅伝競走大会 

４ ５ １７６ 

(３)体育協会・スポーツクラブ等の育成 

町体育協会専門部(１９専門部)による自主活動の促進と指導運営体制の強化及び

支部(３１支部)の地域スポーツ活動の促進を図った。 

また、スポーツ少年団（１１団）や総合型地域スポーツクラブの活動支援を行っ

た。 

○スポーツクラブ(野球、ソフトボール、バレーボール、テニス、スポ－ツ少年団等) 

・スポーツクラブ ７３団体 １，１１５人 

・スポーツ少年団 １１団体 ２４２人 

  ○総合型地域スポーツクラブ（まほろばの里スポーツクラブ）の育成 

・運営委員会の開催  １２回 

・定期教室 ハワイアンダンス、グランドゴルフ、卓球、３Ｂ体操、ウォーキング 

・小学生向け教室 ソフトボール、子ども遊び教室 

・スポーツ交流会、スポーツセミナー 

(４)スポーツの普及活動 

○スポーツ講習会の開催 

○スポーツ傷害保険の加入促進 

○スポーツカレンダーの発行 

(５)日独スポーツ少年団交流事業 

○８月４日～８日  ホームステイ等の実施（那珂川町町内、日光市） 

   ドイツスポーツ少年団来町 ９名 

  ○那珂川町実行委員会、専門部会の会議開催      
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災 害 復 旧 費 関 係  

 

平成２４年５月４日発生の豪雨により被害を受けた施設等について、災害復旧事業

を実施した。 

 

１ 農林水産施設災害復旧事業 

（単位：千円）

事 業 名 等 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

農地・農業用施設災害復旧事業 

5月4日豪雨災害 

 農地         ２件 

     農業用施設  １件 

台風１５号災害 農業用施設  １件 

 

1,699 

594 

4,725 （繰越明許） 

林業用施設災害復旧事業 

地震災害 林道 １路線 １件 

台風１５号災害 林道 １路線 １件 

5月4日豪雨災害 

 林道 ２路線 ２件 

2,021 

2,688 

 

2,677 

（繰越明許） 

（繰越明許） 

 

町単災害復旧事業 

（農地・農業用施設） 
       ３１件 4,416  

町単災害復旧事業 

（林業用施設） 
        ５件 4,913  
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平成２４年度主要施策の成果（特別会計） 

 

 

ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業  

 

ケーブルテレビ施設の適正な維持管理を行い、インターネット接続サービス、ＣＳ有料

放送サービス、ＩＰ電話サービスなど情報通信サービスを提供するとともに、自主放送、

文字放送により積極的な行政情報等の提供に努めた。 

 

 ケーブルテレビ施設の管理運営 

○加入者件数               ４，８２２件（７９．０％）   

・インターネット接続サービス １，１８８件 

・ＩＰ電話サービス １８９件                 

・ＣＳ有料放送サービス ２１６件                 

・ＳＴＢレンタルサービス ７９件 

○再放送サービス 

・地上デジタル放送 ９局 

・衛星ＢＳデジタル放送 ９局 

・ＦＭラジオ放送 ４局 

○ＣＳ有料放送サービス             

・ゴルフネットワーク外 ３０局                 

○主な事業 

 ・ケーブルテレビ施設指定管理業務  １５９，６００千円   

 ・伝送路移設工事           １９，７２５千円                

○ＩＴ講習会 

・パソコン教室 １２回 

○主な自主制作番組 

・NewsなかがわTOWN 収録９５回 放送１５０時間／月              

・企画番組 ２２回 

○生中継番組 

・町議会定例会、臨時会              ５回 

○企画番組 

・イアン’Ｓ キッチン ６回 

・中学校入学式（馬頭中、小川中） ２回 

・中学校卒業式（馬頭中、小川中）        ２回 
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・みんなで子育て わんぱく広場             ６回 

・スポーツ少年団紹介 未来へ、～私たちの夢～ 

（馬頭ラッキー,小川卓球,小川那珂クラブ,馬頭オーキッド） ４回 

 ・花の風まつり                       １回 

 ・大那珂川人（高野孝雄さん、白相淑久さん）         ２回 

 ・南那須地区音楽祭                      ２回 

 ・青少年海外体験学習                    ２回 

 ・Hello!!  元気っ子                     ５回 

 ・成人式                               １回 

 ・小川中学校体育祭                     １回 

 ・幼稚園・保育園発表会                   １回 

 ・民謡連合会発表会                     １回 

 ・健康なかがわ２１                     ３回 

 ・ネイチャクラブ サマーキャンプ              １回 

 ・広重美術館へようこそ～秋季特別展～            １回 

 ・年末特集 第九を歌う会発表会               １回 

 ・放射性物質と食の安全に関する講習会            １回 

 ・立志式（馬頭中、小川中）                   １回  

特別企画番組 

・ニュースダイジェスト（上半期、下半期） 

・新春あいさつ（町長、議長、教育長、ＪＡ、森林組合、商工会、) 

○その他の番組 

・県政のコンテンツ番組             ３タイトル  

・グリーンチャンネル 

・サイエンスチャンネル 

○文字放送 

 ・文字放送（無料）            ２５５件 

○広告放送 

・文字放送（有料） ３２件 

・年賀文字放送(有料)           １１件 

・映像放送 ４件 
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国 民 健 康 保 険 事 業  

 

保健事業においては、人間ドックなどの事業を通して、生活習慣病の早期発見、早期治

療といった被保険者自身の意識の高揚と国保運営の健全化に努めた。 

 

１ 療養の給付等 

療養諸費費用額負担の状況は、次のとおりである。 （単位：千円） 

区分 項  目 件 数 費 用 額 保険者負担分 一部負担金 他法負担分 

一
般
被
保
険
者 

療 養 の 給 付 74,004 1,569,654 1,136,514 395,926 37,214

療 養 費 2,214 19,163 13,884 4,842 437

計 76,218 1,588,817 1,150,398 400,768 37,651

退
職
被
保
険
者
等

療 養 の 給 付 8,451 175,998 123,392 51,289 1,317

療 養 費 188 1,765 1,236 529 -

計 8,639 177,763 124,628 51,818 1,317

合 計 84,857 1,766,580 1,275,026 452,586 38,968

 

２ その他の給付状況 

被保険者の出産、死亡及び高額療養費に対して、次のとおり支給した。 

○出産育児一時金 ２７件 １１，３１０千円 

○葬祭費 ４９件 ２，４５０千円 

○高額療養費 ２，１５４件 １６２，２２２千円 

・一  般 １，９７７件 １４４，１３２千円 

・退  職 １７７件 １８，０９０千円 

 

３ 国保世帯数、被保険者の状況 

○平均世帯数       ３，１８５世帯 

○平均被保険者数     ６，１９２人 

 

４ 保健事業関係 

被保険者の健康保持増進と医療費適正化対策として、次のとおり実施した。 

○特定健診        １，５８２名 

○特定保健指導        １１６名 



 - 38 -

○医療費通知      １５，５４２通（６回実施） 

○人間ドック         ２７３名 

 

 

後 期 高 齢 者 医 療 事 業  

 

高齢者の適切な医療費の確保を図るため、高齢者の医療の確保に関する法律に基づく医

療給付を実施した。 

○栃木県後期高齢者医療広域連合納付金 １６９，１０８千円 

○    〃         負担金 １１，９２５千円 

○医療給付費負担金  １７１，８１４千円 

○平均被保険者数  ３，３９３名 

○健康診査受診者 医療機関健診 ９７８名 

 集団健診 ４６０名 

 

 

介 護 保 険 事 業  

 

第５期介護保険事業計画(H24～H26年度)の初年度に当たることから、介護保険事業の更

なる充実に努めた。 

１ 被保険者の状況 

６５歳以上の第１号被保険者は、平成２４年度末現在５，５６２人であった。 

 

２ 認定申請及び認定の状況 

被保険者からの認定申請（更新・変更）は、１，１６０件であり、これらを調査し

たのち、認定審査会にて審議され認定した。なお、平成２４年度末の認定者数は９８

６人であり、詳細は次のとおりである。 

○要介護(要支援)認定者数（平成２４年度末) （単位：人） 

 
要支援 

１ 

要支援 

２ 

経過的

要介護

要介護

１ 

要介護

２ 

要介護

３ 

要介護 

４ 

要介護 

５ 
計 

１号被保険者 ３１ ８５ － １３３ ２１７ ２１４ １６３ １０７ ９５０

２号被保険者 ０ ２ － ５ １４ ６  ４ ５ ３６

計 ３１ ８７ － １３８ ２３１ ２２０ １６７ １１２ ９８６
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３ 利用及び給付状況 

介護サービスの利用件数及び給付費について、その主な内訳は次のとおりである。 

○居宅介護サービス給付費 １０，８４０件 ５５３，４４９千円 

○地域密着型居宅介護サービス給付費 １，１６１件 １６７，４８６千円 

○施設介護サービス給付費 ２，３３７件 ５８２，５９８千円 

・介護老人福祉施設 １，５００件 ３５６，７０６千円 

・介護老人保健施設 ７４０件 １９１，４３３千円 

・介護療養型医療施設 ９７件 ３４，４６０千円 

○居宅介護福祉用具購入費 ５１件 １，２８９千円 

○居宅介護住宅改修費 ４６件 ５，５９２千円 

○居宅介護サービス計画給付費 ５，８４４件 ７３，３０２千円 

○介護予防サービス給付費 ７６３件 ２０，１２３千円 

○地域密着型介護予防サービス給付費 ２４件 １，５４４千円 

○介護予防福祉用具購入費 １１件 ２６１千円 

○介護予防住宅改修費 １１件 １，０７２千円 

○介護予防サービス計画給付費 ６１７件 ２，６０９千円 

○高額介護サービス費 ２，６２９件 ２６，１８１千円 

○高額医療合算介護サービス費 ９６件 ２，１５０千円 

○特定入所者介護サービス給付費 ２，１０６件 ７０，６５１千円 

 

４ 地域支援事業 

要支援・要介護状態になる前からの介護予防を推進するとともに、地域における包

括的・継続的なマネジメント機能を強化する観点から、以下の事業を実施した。 

(１)介護予防特定高齢者施策 

要支援・要介護になるおそれの高い者等の把握と介護予防事業（通所型・訪問型）

を実施した。 

○二次予防事業における対象者把握事業 

検診申し込みと合わせて、６５歳以上に「基本チェックリスト」を配布・回収し

二次予防事業における対象者の把握決定を行った。 

・基本チェックリスト実施者 ４２５人 

・医療機関検診（参加の可否確認） ７～９月      ８９０人 

○通所型介護予防事業 

把握された特定高齢者を対象に、「運動機能の向上」、「栄養改善」、「口腔機能の向

上」を目的とした介護予防教室を実施した。 

・前期教室 １５回 １７６人 
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・後期教室 １５回 ２５９人 

・転ばん運動教室（継続） ２７回 ３３８人 

・運動サロン（馬頭、小川、11区） ３４回 ３７８人 

○訪問型介護予防教室 

把握された閉じこもり、認知症、うつ等のおそれのある特定高齢者を対象に、専

門医による相談会と保健師による訪問を実施し、必要な相談、指導を実施した。 

・精神保健相談会 １２回 ３３人（うち高齢者2人） 

・保健師による訪問指導  ５９人 

(２)介護予防一般高齢者施策 

一般高齢者を対象として、介護予防に関する知識の普及・啓発と、介護予防ボラ

ンティアの育成を行った。 

○介護予防普及啓発事業 

各単位老人クラブや町社会福祉協議会の事業と連携し、転倒予防のための運動指

導を実施した。 

・那珂川おたっしゃ会 ２６回 ３５２人 

・ふれあいいきいきサロン ８回 １０８人 

○地域介護予防活動支援事業 

介護予防ボランティア「ほっとなかがわ」の育成と教室への協力。 

・新規ボランティア研修会 ２回 １８人 

・介護予防ボランティア・スキルアップ研修  

                                       ２回 ３１人 

・介護予防教室への協力 ９１回 ３３２人 

(３)介護予防ケアマネジメント事業 

特定高齢者及び要介護認定において要支援１・２となった対象者の介護予防プラ

ンの作成を実施した。 

○特定高齢者介護予防プラン作成    ３５人 

○要支援１・２の者の居宅介護予防支援 延５００件（内委託１３１件） 

(４)総合相談支援事業 

介護保険その他の保健福祉サービスに関する相談や高齢者虐待に対する相談、指

導の実施と介護支援専門員への指導 

○介護相談件数 ３６５件 

○高齢者虐待対応 ４件 

○権利擁護（成年後見制度等） １件 

 (５)包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

介護支援専門員への助言、指導と処遇困難事例のケース検討会の開催を実施した。 
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○事例検討会の開催 実人数２２人（延１６１人）   

(６)任意事業 

○地域自立生活支援事業（生活援助員派遣事業） 

高齢者等へのホームヘルパー派遣 

時間：４２時間   委託先：那珂川町社会福祉協議会 

○家族介護教室 

専門医による「認知症の基礎知識」の講話や、精神保健福祉士による対応の仕方

の講話、又認知症の方が利用する施設の見学等を実施 

開催回数：９回   参加者：６４人 

○認知症サポーター育成事業 

「認知症サポーター講座」を実施し、地域で認知症者を支えるサポーターの育成

を図った。 

開催回数：３回   参加者：８７人 

○介護事業者ネットワーク会議 

開催回数：５回   参加者：１０６人 

○紙おむつ購入助成事業 

在宅で常時紙おむつを使用する要介護１以上の者に対し、紙おむつ購入に要した

経費を助成した。      ４６４件  ５，６３９千円 

○地域包括支援センター運営協議会の開催 

地域包括支援センターの活動状況の実績報告及び、次年度の活動予定の承認 

開催日：平成２５年３月１４日 

 

 

下 水 道 事 業  

 

公共用水域の水質保全と健康で快適な生活環境の確保のため、下水道整備の実施及び施

設の維持管理に努めた。 

概要については、次のとおりである。 

(１)整備事業（馬頭処理区） （単位：千円） 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

公共下水道事業 

管渠工事L=492.5m 

（硬質塩化ビニル管φ150） 
２５，６７３ 

国庫補助金 

15,000 
舗装復旧工事、公共ます設置工事 ２０，７２０ 
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(２)施設管理の状況 

項 目 単位 馬 頭 処 理 区 小 川 処 理 区 

処理区域面積 ha １０５ ８４ 

処理区内人口 人 １，８８２ ２，８２０ 

処理人口 人 ７８３ ２，３９３ 

水洗化率 ％ ４１．６  ８４．９ 

接続戸数 戸 ３６５            ８７４ 

年間処理水量 ㎥ １０５，６８４ ２７９，５３０ 

１日平均処理水量 ㎥ ２９０ ７６６ 

年間汚泥脱水ケーキ量 t ６９ ２６７ 

 

 

農 業 集 落 排 水 事 業  

 

農業用用水の水質保全、環境の改善等を図り、施設の維持管理に努めた。 

概要については、次のとおりである。 

項 目 単位 北 向 田 地 区 三 輪 地 区 

処理区域面積 ha ３３．０ １６．３ 

処理区内人口 人 ４５７ ３５１ 

処理人口 人 ４４１ ３２５ 

水洗化率 ％ ９６．５ ９２．６ 

接続戸数 戸 １３６ ９３ 

年間処理水量 ㎥ ７０，９９９ ３０，２５５ 

1日平均処理水量 ㎥ １９５ ８３ 

年間汚泥引抜量 ㎥ １２１ ２１６ 
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簡 易 水 道 事 業  

 

簡易水道事業として供用されている８施設における水道水の安定供給および施設の維持

管理に万全を期した。また、道路改良工事に伴った配水管の布設及び布設替工事を行った。 

(１)主な整備事業等 （単位：千円） 

事 業 名 事 業 内 容 事業費 備 考 

小砂地内配水管布設替工事 HPPEφ100、L=84.9ｍ １，８９０  

小川舟戸地内配水管布設工事第1工区 
HPPEφ100、L=178.5ｍ 

HPPEφ75、L=308.7ｍ 
１１，７１８  

小川舟戸地内配水管布設工事第2工区 HPPEφ75、L=671.7ｍ ８，４１１  

南部配水池作業道路コンクリート舗装

工事 

コンクリート舗装工 W=4.0～

6.0ｍ L=50.0m 
２，２３７  

南部浄水場緊急送水ポンプ交換工事 送水ポンプφ50 ２基 １，９９５  

小砂浄水場流量計交換工事 流量計交換 １式 ５，２８２  

中部配水池場内整備工事 
管理用道路工、場内整備工 １

式 
２，８３５  

南部浄水場テレメーター設置工事 テレメーター設置 １式 ３，１５０  

富山浄水場電気計装改修工事 記録計設置 １式 １，８９０  

大那地浄水場次亜タンク更新工事 次亜タンク設置 １式 １，１５５  

小砂水源施設基本計画書作成業務委託 基本計画書作成 １式 ２，６２５  

管路図作成業務 管路図システム構築 ３，９９０  
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(２)施設管理の状況 

項目 
小砂 

地区 

富山 

地区 

矢又 

地区 

大那地

地区 

中部 

地区 

北部 

地区 

南部 

地区 

西部 

地区 
計 

給水人口 

(人) 
1,161 322 256 163 3,812 1,104 1,383 254 8,455

給水戸数 

(戸) 
376 112 77 51 1,360 349 453 80 2,858

年間総配水

量(㎥) 
100,068 28,474 22,114 9,511 431,117 105,215 112,855 21,469 830,823

年間総給水

量(㎥) 
81,728 23,448 19,769 8,437 328,662 85,890 110,425 17,550 675,909

有収率(％) 81.67 82.35 89.40 88.71 76.23 81.63 97.85 81.75 81.35

１日平均配

水量(㎥) 
274 78 61 26 1,181 288 309 59 

１日平均給

水量(㎥) 
224 64 54 23 900 235 303 48 

１人１日当

り平均配水

量(ℓ) 

236 242 237 160 310 261 224 232 

１人１日当

り平均給水

量(ℓ) 

193 200 212 142 236 213 219 189 
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